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平成 19 年度 秋期 システムアナリスト試験 解答例 
 

午後Ⅰ試験 

問１ 

出題趣旨 
 システムアナリストには，事業環境の変化への対応や業務改善に貢献するシステム化の構想立案を行える能

力が求められる。 
 本問では，省人化や熟練者の退職などの要件が与えられた工場における，製造管理業務のシステム化構想を

立案する上で，現状分析，システム化要件の整理，業務改善策の提案などの能力を評価する。具体的には，シ

ステム導入に先立って実施可能な改善の立案，作業効率や設備稼働率の向上に有効なシステム機能，蓄積した

実績情報の有効活用について問う。 

 

設問 解答例・解答の要点 備考 

設問１ (1) 製品ごとの製品切替えの所要時間を反映した製造計画を作成する。  
 (2) 各製造担当者のノウハウを組み入れた設備運転マニュアルへ改版する。  

設問２ (1) 次工程の作業準備指示を，前工程の進捗状況から通知する機能  
 (2) 製品の製造順序を考慮して洗浄水の量を算出する。  

設問３ (1) 稼働時間や摩耗の度合いから，保守すべき機器を選定する機能  
 (2) IP電話の位置情報を基に，故障した設備に近い保守担当者を選ぶ。  

 

問２ 

出題趣旨 
 システムアナリストには，競争力の向上を目的とする情報システムの構想力や，新技術の採用時における問

題の発生を想定し，事前に対応策などを検討する能力が求められる。 
 本問では，卸売市場が，市場を通さない流通の増大に対抗して競争力を強化するための情報システムの構築

を題材として，情報活用の構想力，IT利用時に考慮すべき問題点の発見力と対応策の検討力を評価する。具体
的には，収集した出荷確定情報や RFID の ID 情報を活用した情報システムの機能，RFID の利用上の問題点と
対応策について，記述することを求めている。 

 

設問 解答例・解答の要点 備考 

設問１ (1) 積載車両番号を基に物品名を得て，搬入場番号又は駐車場番号を決定する。  
 (2) 積載車両番号を基に物品名と数量を得て，格納容器の種類と個数を求める。  
設問２ 物品の搬送・保管が，定められた温度帯を守って行われたことを確認できる。  
設問３ 出荷時に格納容器に RFIDを装着していない場合は，搬入時に装着する。  
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問３ 

出題趣旨 
 コールセンタでは，社会的要請の高まりとともにシステム導入も進展しており，システムアナリストが必要

とされる場面が拡大している。 
 本問では，コールセンタの再配置において，コールセンタ業務の継続性を高めながらも，業務の効率性を確

保するために必要な，業務とシステムを定義する能力を評価する。具体的には，コールセンタの立地条件とし

て満たすべき事柄，ナレッジマネジメントシステムの活用を促進させるためのシステム機能，また，業務負荷

削減のために必要となるシステム機能を問う。 

 

設問 解答例・解答の要点 備考 

設問１ (1) 本社や自宅から 1 時間以内に出勤できる社員を必要数確保できる地域であるこ
と 

 

 (2) 継続して就業できる人が周辺に多く居住している地域であること  
設問２ (1) ① ・最新更新日付  
  ② ・最終参照日付  
 (2) オペレータが照会できる情報の範囲を制限する機能  

設問３ (1) あるセンタで処理しきれず滞留したコールを別のセンタへ転送する機能  
 (2) メインセンタで各センタの実績を把握するための自動収集機能と自動集計機能  

 

問４ 

出題趣旨 
 システムアナリストには，業務改革に貢献するシステム化構想を立案し，提案する能力が求められる。 
 本問では，大手総合家電メーカの情報機器事業における，ノート PC の販売拡大と在庫削減に関する，業務
改革やシステム化構想を立案する上で，課題となる業務要件及びシステム化要件を定義する能力を評価する。

具体的には，法人向けの新規営業先を選択するための業務要件，法人顧客への深耕度合いを管理する指標，需

要即応型の生産体制を支援するための業務要件とシステム化要件を問う。 

 

設問 解答例・解答の要点 備考 

設問１ 業界平均を基に算出した PC 保有台数の推測値と実際の導入台数を比較するこ
と 

 

設問２ (1) ① ・提案先部門数  
  ② ・各部門への提案金額  
 (2) 法人顧客内の A社製品導入比率  

設問３ (1) 種別単位での出荷予定数量と 1週間分の受注数量の差異  
 (2) 販売予測と実績の差異を，仕入価格を決定するための取引条件に加える。  

 

 

 

 

 

  


